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室
内
の
湿
気
を
除
去
す
る
除
湿

　

　　　　　　　　　　　　　　

　

暢

　

ど
に
も
役
立
つ
。
ど
の
よ
う
な
仕

　　

＝

　

組
み
で
空
気
中
の
水
分
を
取
り
除

　

ー

　

い
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
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轟除湿機の原理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の ん

　　　　　　　　　　　　　

い 組 ど 味 機

　　

１．
唖

　

中
央
大
学
教
授
の
幡
野
博
之
さ
．

望
Ｈ

ー

　

ん
（
化
学
工
学
）
は、
「
家
庭
用

…

　

の
除
湿
機
の
原
理
・
構
造
に
は
、

　

　　

　

　　　　　　　

　

※コンプレッサー式とデシカント…式を

　

組み合わせたハイブリッド式もある

梅
雨
の
時
期
を
迎
え、
家
電
量
販
店
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　

区
の
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
有
楽
町
店
で
）

ごど

　

の詩

さ
っ
き
じ
ゃ
ば
ー
っ
て
い
れ
た
お
水
は

ど
こ
に
い
っ
ち
ゃ
っ
た
の
？

さ
っ マ

÷

お

　

は
こ

　

じ
め め
を て
と
　

、、 だ
け
ど

吉宗

室内で衣類乾燥にも

大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
」
と
説

　

器
の
中
で
圧
力
を
下
げ
る
こ
と
で

　

器
で
冷
や
さ
れ
て
液
体
に
戻
る
。

明
す
る
。
空
気
を
機
械
で
冷
や
し

　

液
体
か
ら
気
体
に
変
化
す
る。
そ

デ
シ
カ
ン
ト
式
は
、
吸
湿
性
の

て
水
分
を
取
り
除
く
「
コ
ン
ブ
レ

　

の
際
、
気
化
熱
で
周
囲
の
熱
を
奪

高
い
素
材
「
ゼ
オ
ラ
イ
ト
」
を
使

ツ
サ
ー
（
圧
縮
機
）
式
」．
と
、
吸

　

い
、
湿
っ
た
空
気
が
冷
や
さ
れ
て

　

う
。
湿
っ
た
空
気
が
ゼ
オ
ラ
イ
ト

湿
材
に
水
分
を
吸
着
さ
せ
る
「
デ

　

冷
却
器
に
結
露
が
で
き
る
。
水
分

　

を
用
い
た
ロ
ー
タ
ー
を
通
る
際
、

シ
カ
ン
ト
（
乾
燥
剤
）
式
」
だ
。

は
タ
ン
ク
に
た
ま
り
、
乾
い
た
空

　

水
分
が
吸
着
さ
れ
、．
除
湿
さ
れ
た

　

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
式
は
エ
ア
コ

　

気
が
外
に
送
り
出
さ
れ
る
。
冷
却

　

状
態
で
外
に
送
り
出
さ
れ
る
。
」

ン
と
同
じ
原
理
を
用
い
て
お
り
、

器
を
出
た
冷
媒
は
、
コ
ン
ブ
レ
ッ

　

，
ロ
ー
タ
ー
は
そ
の
後
、・
ヒ
ー
タ

比
較
的
低
い
温
度
で
も
蒸
発
し
や

　

サ
ー
で
圧
力
が
高
め
ら
れ、
放
熱

　

ー
で
加
熱
さ
れ、
吸
着
し
た
水
分

す
い
物
質
「
伶
媒
」
を
使
う
。

冷
媒
は
循
環
し
て
お
り
、
冷
却

　　　　

に

　

０
く
こ
口
ろ
ン
々

　

ッ

　　　

と

冷
媒
や
乾
燥
剤
を
活
用

　

除湿機を上手に活用するに
は、どうすればいいだろうか。

　

家事アドパイザ」の矢野きく
のさんは「１台あれば家中どこ
でも除湿できる」と話す。ク，ロ
ーゼットや押し入れはもちろ
ん、持ち運んで浴室やキッチン
の流し台の下、靴箱など、様々
な場所で使うことを勧める。

　

寝室に置けば、ベッドのマッ
トレスやパッドのダニ対策にも
効果を発揮する。畳のある部屋
を閉め切って除湿機を使えば、
数時間で畳がサラサラになると
いう。

　

除湿機メーカー各社は近年、
部屋干しする際の「衣類乾燥機
能」を充実させている。矢野さ
んは「夜中でも衣類を乾かせて、
家事が楽になるので、働く女性
には特に便利です」と話す。

　　

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
式
は
消
費
電

　　

力
が
少
な
く
、
室
温
も
あ
ま
り
上

　　

が
ら
な
い
。
一
方
、
冷
却
に
よ
る

　　

結
露
を
利
用
す
る
た
め
、
室
温
が

　　

低
い
冬
は
除
湿
能
力
が
落
ち
る
。

　　

デ
シ
カ
ン
ト
式
は
軽
く
て
音
も
静

　　

か
で
、
冬
も
部
屋
干
し
の
衣
類
乾

　　

燥
や
結
露
防
止
に
使
え
る
。
反
面
、

　　

消
費
電
力
が
多
め
で
、
ヒ
ー
タ
ー

　　

の
発
熱
な
ど
で
室
温
も
上
が
る
。

　　

両
方
の
構
造
を
併
せ
持
つ
ハ
イ

。

ブ
リ
ツ
ド
式
も
あ
る
。
消
費
電
力

話

　

が
少
な
め
で
年
間
を
通
し
て
安
定

と

　

し
て
除
湿
で
き
る
が
、
本
体
は
大

制

　

き
く
て
重
く
、
価
格
も
高
め
だ
。

暦

　

梅
雨
時
や
夏
し
か
使
わ
ず
・
電

鮮

　

気
代
も
抑
え
た
い
な
ら
・
コ
ン
ブ

に

　

レ
ッ
サ
ー
式
が
便
利
。
一
年
中
便

滞

　

う
場
合
は
デ
シ
カ
ン
ト
式
や
ハ
イ

ロ

　

ブ
リ
ッ
ド
式
が
選
択
肢
に
な
る
。

砕兄磯で水分除去 　
１．１
ｌｉ　　　

　

Ｋ
　

各タイプ一長一短

が 力

　　

がか
ら が惑コ あ 「
な 少 ン る 一
いな プ」 つ
０ く レ と の

を
放
出
す
る
。
そ
の
水
分
を
熱
交

換
器
で
冷
や
し
て
結
露
さ
せ
、
タ

ン
ク
に
落
と
す
。

」 つ

　
さ責

長
短

連
隊
庭
」

（横
浜
市
・
竹
山
幼
稚
園
年
長）

　　

－－－－◇叩………

　　　　　　　　

肢 ト

　

ｏら 便 も ・通

　

ｏせ も

　

、え し く が め 冷

　

お米の上までお水を入れ

　　　　　　

に 式 一 ・わ 高 本 し 消 持 上 ヒ

　

る の て 港

　

、却

　

るとおｚｋは消えてる。 不恩
たのに・ごはんが炊きあが

　　　　

参や生 ヨ安独 往工豊 つが上 嘉変事 多重に

　　　　　　　　　　　　　　

令才謎ラ電孫笑窪男，今冬高琵蓄電・舞審

　

議だね。

　　　

（平田俊子）
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湿．・

　　　

－に余分の吸着±

　　　　

つ：

　　

・

ぬ
蔀
さ
れ
て
結
露

　

…
湿
っ
た
窯
剛

巻

　

タンク

　　

　　　　　　　　

　

　　　　　　

高

　

い

　　　　　　

高

　

い

　　　　　　

低

　

い

　　　　　　

高

　

い
の 消費電力

　

・ 少ない

　　　　　

比較的多い鮮麗璽力１臨調璽闘イ その他の特徴

　　　　　　　

，

　

．

　

力を維持

　　　　　　　　　

が’低下

　　　　　　

運びやすい

　　　　　　

※コンプレッサー式とデシカント…式を

記
事

見
本

記
事

見
本

記
事

見
本




